
２
０
２
３
年
度
に
行
わ
れ
た
第
14
回
「
い
っ
し
ょ
に
読
も

う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」（
日
本
新
聞
協
会
主
催
）
で
、
新
ひ

だ
か
町
立
高
静
小
５
年
の
原
万
琴
さ
ん
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

小
学
生
の
最
優
秀
賞
は
全
国
で
１
人
、
優
秀
賞
は
10
人
で
道
内

か
ら
は
原
さ
ん
だ
け
だ
っ
た
。
馬
に
乗
っ
て
坂
を
駆
け
上
が
る

三
重
県
桑
名
市
の
神
事
で
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
が
け
が
を
し
て
安

楽
死
処
分
に
な
っ
た
記
事
を
読
ん
で
応
募
し
た
。「
こ
の
問
題

を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
原
さ
ん
は
受
賞
を

喜
ん
で
い
る
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
中
高

生
と
高
専
生
が
、
昨
年
９
月
ま

で
の
１
年
間
の
新
聞
か
ら
選
ん

だ
記
事
を
読
み
、
家
族
や
友
達

ら
の
意
見
も
聞
い
て
感
想
を
ま

と
め
て
応
募
し
た
。
全
国
と
海

外
か
ら
５
万
９
２
４
８
編
、
道

内
か
ら
１
３
３
９
編
が
寄
せ
ら

れ
、
全
国
で
個
人
へ
の
最
優
秀

賞
３
編
、
優
秀
賞
30
編
や
優
秀

学
校
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

幼
稚
園
の
時
か
ら
乗
馬
を
習

っ
て
い
る
原
さ
ん
は
北
海
道
新

聞
の
「
こ
ど
も
記
者
」
と
し
て
、

引
退
し
た
競
走
馬
を
取
材
し
記

事
を
書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

新
ひ
だ
か
町
で
暮
ら
し
、
馬
は

身
近
な
存
在
だ
。
こ
の
記
事
に

よ
る
と
安
楽
死
処
分
に
な
っ
た

馬
も
道
内
産
と
み
ら
れ
る
。

読
ん
だ
直
後
の
感
想
は
「
馬

が
か
わ
い
そ
う
。
な
ぜ
馬
の
生

命
を
か
け
て
ま
で
行
う
の
か
」

と
神
事
に
否
定
的
だ
っ
た
が
、

約
７
０
０
年
間
続
く
伝
統
の
重

み
に
つ
い
て
母
親
の
意
見
を
聞

き
、
考
え
直
し
た
。

元
々
は
豊
作
・
凶
作
を
占
う

目
的
だ
っ
た
が
、
今
は
見
て
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
の
色
合
い
が
強

く
な
っ
た
こ
と
や
、
馬
の
体
格

の
変
遷
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
視
点

か
ら
考
え
て
「
行
事
を
誇
り
に

思
っ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。

昔
の
方
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
坂

の
傾
斜
や
馬
が
乗
り
越
え
る
壁

の
高
さ
な
ど
を
見
直
す
な
ど
、

馬
の
命
と
伝
統
の
両
方
が
か
な

う
形
に
な
れ
ば
い
い
」
と
結
論

を
書
い
た
。

今
回
の
記
事
は
母
親
か
ら
勧

め
ら
れ
て
読
ん
だ
。
受
賞
の
知

ら
せ
に
「
び
っ
く
り
し
た
。
こ

の
記
事
に
出
て
い
る
事
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
の
な

ら
、
す
ご
く
う
れ
し
い
」
と
話

す
。学

校
で
は
、
図
工
や
家
庭
科

な
ど
物
を
作
る
教
科
が
特
に
好

き
。
さ
ら
に
作
文
を
書
く
こ
と

や
読
書
も
好
き
だ
と
い
う
。
人

体
の
仕
組
み
に
興
味
が
あ
っ

て
、
将
来
は
そ
う
し
た
分
野
の

研
究
者
に
な
り
た
い
と
い
う
の

が
希
望
だ
。

富
良
野
高
校
は
、
本
年
度
の

「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
全
国
15
校

が
選
ば
れ
る
優
秀
学
校
賞
を
初

受
賞
し
た
。
道
内
校
の
同
賞
受

賞
は
７
年
ぶ
り
４
校
目
。
同
校

で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
北
村
智

裕
教
諭
（
50
）＝
写
真
＝
は
「
生

徒
た
ち
の
努
力
が
評
価
さ
れ
た

結
果
で
、
あ
り
が
た
い
。
こ
れ

を
励
み
に
応
募
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
喜
ん
で
い
る
。

学
校
に
対
す
る
表
彰
は
優
秀

学
校
賞
の
ほ
か
、
学
校
奨
励
賞

も
あ
り
、
今
回
は
１
７
７
校
が

選
ば
れ
て
い
る
。
同
校
か
ら
は

２
０
２
０
年
度
に
１
年
生
約
１

３
０
人
が
夏
休
み
の
課
題
と
し

て
初
応
募
。
21
年
度
は
２
、
３

年
生
計
２
０
０
人
ほ
ど
、22
、23

年
度
は
１
～
３
年
生
計
約
３
０

０
人
が
参
加
し
た
。そ
の
結
果
、

20
年
度
か
ら
３
年
連
続
で
学
校

奨
励
賞
を
受
賞
し
て
き
た
。

た
だ
、
応
募
数
の
多
さ
だ
け

が
優
秀
学
校
賞
の
受
賞
理
由
で

は
な
い
。
北
村
教
諭
は
「
応
募

初
年
度
の
１
年
生
の
感
想
文
に

は
稚
拙
さ
が
あ
っ
た
。
そ
の
生

徒
た
ち
が
３
年
生
に
な
る
と
、

確
実
に
感
想
文
の
質
も
向
上
し

た
」
と
振
り
返
る
。

応
募
作
品
で
は
、
観
光
地
の

富
良
野
だ
け
に
「
観
光
関
連
の

記
事
が
多
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か

コ
ロ
ナ
禍
や
ス
ポ
ー
ツ
、
物
価

高
騰
と
い
っ
た
記
事
の
感
想
も

あ
っ
た
」。
こ
の
う
ち
２
年
生

の
須
藤
詩
さ
ん
は
「
10
代
女
性

に
心
の
手
当
て
」の
記
事（
８
月

９
日
付
北
海
道
新
聞
朝
刊
）
へ

の
感
想
で
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推

進
協
議
会
会
長
賞
を
受
け
た
。

同
校
は
21
年
度
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
指
定
校
と
な
っ
て
い
る
。

朝
学
習
の
時
間
に
新
聞
コ
ラ
ム

を
読
ん
で
短
い
感
想
文
を
書
い

た
り
、
地
歴
公
民
の
授
業
で
毎

月
１
回
、
生
徒
が
政
治
、
経
済

や
環
境
問
題
の
記
事
の
要
約
と

意
見
、
感
想
を
発
表
し
た
り
す

る
。
北
海
道
新
聞
の
記
事
を
切

り
抜
い
て
台
紙
に
貼
り
、
自
ら

の
考
え
を
書
き
込
む
「
新
聞
切

り
抜
き
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

も
参
加
。
本
年
度
の
中
村
瑠
愛

さ
ん
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
生

徒
６
人
が
優
秀
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
多
彩
な
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
を

通
じ
て
新
聞
の
情
報
を
読
み
解

く
学
び
を
深
め
て
い
る
。

新
聞
に
関
わ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
北
村
教
諭
は
「
国
語
と

英
語
、
社
会
の
ほ
か
、
理
科
や

家
庭
科
、
保
健
体
育
な
ど
に
も

Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
広
げ
て
行
き
た
い
」

と
述
べ
、
一
層
の
拡
充
を
願
っ

て
い
る
。

馬
の
命
と
伝
統
問
う

道
内
か
ら
は
１
人
だ
け
の
優
秀
賞
受
賞
者
と
な
り
喜
び
を
語
る
原
万

琴
さ
ん

富
良
野
高
に
優
秀
学
校
賞

原
さ
ん（
静
内
高
静
小

）全
国
優
秀
賞

い
っ
し
ょ
に
読
も
う
新
聞
コ
ン
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北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
は
２
０
２
３
年
10
、
11
月
、

道
内
３
地
区
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
こ
の
う
ち
、
日
高
管

内
日
高
町
で
の
日
胆
地
区
と
函
館
市
で
実
施
し
た
渡
島
地
区

は
、
会
場
で
の
対
面
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
（
ズ
ー
ム
）
の
併
用
型
、
旭
川
市
で
開
い
た
上
川
地
区

は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
開
催
。
各
会
場
の
参
加
者
は
、
公
開

授
業
や
実
践
発
表
を
通
じ
て
新
聞
活
用
の
工
夫
を
学
び
、
研

究
討
議
で
各
自
の
意
見
を
交
わ
し
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
第
17
回
日
胆
地
区

セ
ミ
ナ
ー
は
10
月
18
日
、
日
高

管
内
日
高
町
の
富
川
中
で
開
か

れ
た
。
公
開
授
業
で
は
生
徒
た

ち
が
新
聞
記
事
を
使
っ
て
、
よ

り
よ
い
働
き
方
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
た
。

日
高
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
と
の
共

催
で
、
同
管
内
の
教
員
ら
を
中

心
に
約
20
人
が
参
加
し
た
。
同

校
の
大
嶋
未
央
教
諭
が
担
当
す

る
３
年
生
25
人
の
社
会
科
の
授

業
＝
写
真
＝
を
公
開
。
在
宅
勤

務
な
ど
の
多
様
化
す
る
働
き
方

を
解
説
し
た
特
集
記
事
を
読

第
22
回
上
川
地
区
セ
ミ
ナ
ー

は
11
月
９
日
、
北
海
道
新
聞
社

旭
川
支
社
を
拠
点
に
開
か
れ
た

た
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

ま
た
、
旭
川
志
峯
高
の
井
上

陽
介
教
頭
は
、
大
学
受
験
で
小

論
文
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
指

導
に
記
事
を
活
用
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

第
19
回
渡
島
地
区
セ
ミ
ナ
ー

が
11
月
21
日
、
北
海
道
新
聞
社

函
館
支
社
を
拠
点
に
開
か
れ
た

＝
写
真
＝
。
道
内
の
学
生
や
道

内
各
地
の
教
育
関
係
者
ら
約
30

人
が
参
加
し
「
地
方
紙
を
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
、
多
面
的
な
視
点
を
養
う
の

に
役
に
立
つ
の
で
は
」
と
い
っ

た
意
見
を
交
わ
し
た
。

函
館
市
立
南
茅
部
中
の
武
岡

良
教
諭
は
「
医
師
の
不
足
」「
地

方
公
共
団
体
の
収
入
減
少
」「
ヒ

グ
マ
の
増
加
」
と
い
っ
た
具
体

的
な
政
策
課
題
を
新
聞
か
ら
読

み
取
り
、
地
方
自
治
が
生
活
に

密
着
し
て
い
る
こ
と
、
住
民
の

権
利
や
義
務
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
社
会
科
の
実
践
を
紹
介
し

た
。函

館
市
立
亀
田
中
の
川
端
裕

介
主
幹
教
諭
は
、
同
校
が
契
約

す
る
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
活
用
を
紹
介
。
函
館
市
内
の

各
学
校
で
は
全
国
紙
、
地
域
紙

３
紙
を
購
読
し
て
い
る
が
、
生

徒
た
ち
は
学
校
か
ら
配
布
さ
れ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
じ
て

新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ

ス
し
、
理
科
や
国
語
や
保
健
体

育
の
資
料
収
集
や
、
高
校
入
試

対
策
な
ど
に
も
積
極
的
に
利
用

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。

＝
写
真
＝
。
上
川
管
内
の

教
員
や
大
学
生
ら
約
40
人

が
参
加
。
新
聞
記
事
を
活

用
す
る
実
践
例
を
学
び
、

効
果
的
な
活
用
法
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

上
川
・
旭
川
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研

究
会
と
の
共
催
。
旭
川
聾

学
校
の
脇
渕
昭
平
教
諭
が

障
害
に
よ
る
困
難
を
改
善

し
、
克
服
す
る
た
め
の
知

識
や
態
度
を
養
う
「
自
立

活
動
」
の
授
業
で
記
事
を

活
用
し
た
事
例
を
紹
介
し

た
。中
学
部
の
授
業
で
は
、

生
徒
５
人
が
教
育
用
記
事

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
聴
覚
障
害
に

関
す
る
記
事
を
検
索
。
内
容
を

要
約
し
た
上
で
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
新
聞
と
自

立
活
動
の
親
和
性
が
高
く
、
主

体
的
に
思
考
力
を
育
ん
で
い

み
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点

や
欠
点
な
ど
の
意
見
を
出
し
合

っ
た
。
授
業
後
の
討
議
で
は
参

加
者
か
ら
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、
も
っ
と

効
率
的
だ
っ
た
の
で
は
」
な
ど

の
意
見
が
出
て
い
た
。

活
動
の
実
践
発
表
で
は
、
同

町
立
厚
賀
小
の
大
平
真
紀
教
諭

が
、
新
聞
に
親
し
む
取
り
組
み

を
紹
介
。
３
・
４
年
生
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
、
児
童
が

地
元
の
自
慢
の
産
品
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
す
る
折
り
込
み
チ
ラ
シ
作
り

に
挑
戦
し
、
実
際
に
新
聞
に
折

り
込
ん
で
配
布
し
て
好
評
を
得

た
こ
と
を
報
告
し
た
。

日
本
新
聞
協
会
が
認
定
す
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
活

動
内
容
を
話
し
合
う
２
０
２
３

年
度
の
全
道
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研

修
会
が
１
月
27
日
、
札
幌
市
中

央
区
の
北
海
道
新
聞
本
社
で
開

か
れ
た
。
過
去
３
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

で
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
だ
け
だ
っ

た
が
、
今
回
は
会
場
に
集
ま
る

対
面
と
の
併
用
型
で
実
施
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
10
人
、
長
年
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
フ
ェ
ロ
ー

１
人
と
、
協
議
会
関
係
者
ら
８

人
が
参
加
し
た
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

が
主
催
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
順

に
各
地
区
セ
ミ
ナ
ー
や
日
常
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
、
グ
ル

ー
プ
交
流
と
全
体
交
流
も
行
っ

た
。
そ
の
中
で
「
そ
も
そ
も
新

聞
と
は
何
か
知
ら
な
い
子
が

次
々
入
学
し
て
く
る
。
新
聞
と

い
う
概
念
を
形
成
す
る
指
導
が

必
要
」（
小
学
校
）、「
昨
夏
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
の
講
演
で
、

講
師
が
今
の
子
に
は
熟
考
す
る

時
間
が
必
要
と
語
っ
て
い
た
。

ま
さ
に
新
聞
が
向
い
て
い
る
」

（
小
学
校
）
と
い
っ
た
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｄ
Ｂ
）
の
活
用
に
つ
い
て
は

「
授
業
で
は
複
数
紙
の
比
較
が

基
本
な
の
で
、
複
数
紙
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
同
時
に
使
え
る
仕

組
み
が
ほ
し
い
」（
高
校
）
と

い
う
要
望
や
「
意
見
文
を
書
く

授
業
で
生
徒
に
テ
ー
マ
を
決
め

さ
せ
、
検
索
さ
せ
て
記
事
10
本

を
読
ま
せ
た
」（
中
学
校
）
な

ど
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
基
本
的

な
実
践
法
を
新
聞
紙
面
で
紹
介

で
き
な
い
か
」（
小
学
校
）「
新

聞
を
こ
う
使
う
と
効
果
が
あ
る

と
い
う
実
践
法
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
ほ
し
い
」（
小
学
校
）

な
ど
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
普
及
に
向
け

た
提
言
も
あ
っ
た
。

記事DB 活用法報告も

多
様
な
働
き
方

記
事
を
読
み
議
論

日
高
・
富
川
中

困
難
改
善
、克
服
へ

自
立
活
動
授
業

旭
川
聾
学
校

医
師
不
足
や
ク
マ

地
域
の
課
題
探
求

函
館
・
南
茅
部
中

昨
秋
、3
地
区
で
セ
ミ
ナ
ー

全道のアドバイザー10人と北海道NIE
推進協議会関係者らが北海道新聞社本
社の会場での対面式とZoomを通じた
オンライン配信の併用型で実施した
2023年度アドバイザー研修会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
会
で
交
流

2024 年（令和 6年）3 月 31 日
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と
位
置
づ
け
て
実
施
し
て
い
る

時
事
社
会
研
究
の
講
義
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
こ
の
中
で
「
選

択
的
夫
婦
別
姓
」「
出
生
前
診

断
」
な
ど
、
論
義
の
分
か
れ
る

テ
ー
マ
で
学
生
に
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ベ
ー
ト
を
さ
せ
た
後
、
自
分

の
考
え
を
リ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

札
幌
大
の
綱
島
洋
一
教
授
は

「
メ
デ
ィ
ア
情
報
を
的
確
に
読

み
解
く
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
さ

せ
た
い
」
と
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
に
力
を
注
ぐ
。
新

聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
だ
け
で
な

く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
ニ
ュ
ー
ス
や
話

題
を
比
較
し
読
み
解
く
授
業
を

展
開
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
好
み
の

情
報
ば
か
り
が
集
中
す
る
「
フ

ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
に
陥
り
や

す
い
こ
と
や
、
的
確
な
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
は
新
聞
記

事
だ
と
気
付
か
せ
る
実
践
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

教
養
教
育
に
お
け
る
新
聞
活

用
に
つ
い
て
発
表
し
た
の
は
北

翔
大
の
菊
地
達
夫
教
授
だ
。
保

育
に
関
す
る
記
事
を
例
に
キ
ー

ワ
ー
ド
の
抽
出
や
５
Ｗ
１
Ｈ
を

読
み
取
り
、
保
育
行
政
の
内
容

や
課
題
を
理
解
さ
せ
る
授
業
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

こ
の
ほ
か
「
今
、
大
学
生
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
Ｎ

Ｉ
Ｅ
」（
札
幌
国
際
大
・
大
村

勅
夫
准
教
授
）「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
授

業
実
践
と
大
学
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
」（
道

教
大
函
館
校
・
野
嵜
雄
太
講
師
）

「『
学
習
指
導
と
学
校
図
書
館
』

に
お
け
る
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
試
行
」（
藤
女
子
大
・

三
上
久
代
非
常
勤
講
師
）「
大

学
の
講
義
に
お
け
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の

実
践
事
例
～
北
海
道
の
経
済
開

発
へ
の
洞
察
と
そ
の
批
判
的
検

証
」（
北
海
道
情
報
大
・
福
沢

康
弘
教
授
）
な
ど
を
テ
ー
マ
と

す
る
報
告
も
あ
っ
た
。

大
学
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
考
え
る
会

が
２
月
29
日
、
北
海
道
新
聞
社

本
社
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

の
併
用
型
で
開
催
さ
れ
た
。
道

内
の
大
学
、
短
大
の
教
員
と
、

主
催
し
た
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進

協
議
会
の
菊
池
安
吉
会
長
ら
が

参
加
。
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
に
新
聞
を
活
用
し
た
実
践

報
告
な
ど
を
受
け
、
よ
り
良
い

授
業
に
向
け
た
工
夫
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
。

座
長
を
務
め
る
北
星
学
園
大

の
阪
井
宏
教
授
は
、
社
会
の
動

き
に
関
す
る
知
識
を
「
生
き
て

い
く
上
で
不
可
欠
な
栄
養
素
」

意
見
文
を
書
く
う
え
で
「
言

い
た
い
」
こ
と
が
あ
る
話
題
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

半
分
成
功
で
は
な
い
か
と
思

う
。
制
限
さ
れ
た
字
数
の
中
で

「
言
い
た
い
」
こ
と
を
表
現
す

る
こ
と
で
思
考
力
や
表
現
力
が

試
さ
れ
、「
言
い
た
い
」
け
れ

ど
う
ま
く
言
え
な
い
気
持
ち
が

あ
る
か
ら
、「
ど
う
し
た
ら
う

ま
く
表
現
で
き
る
だ
ろ
う
」
と

い
う
主
体
的
な
学
び
に
な
る
と

考
え
る
か
ら
だ
。

そ
の
点
、
新
聞
は
身
近
な
こ

と
か
ら
国
際
的
な
こ
と
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上

げ
、「
今
」
の
社
会
を
リ
ア
ル

に
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
生
徒
が
意
見
を
考

え
る
う
え
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
教

材
と
な
っ
て
い
る
。

３
年
生
は
、
２
年
生
の
と
き

に
「
根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
て

意
見
文
を
書
く
」
と
い
う
学
習

を
通
じ
て
自
分
で
新
聞
記
事
を

選
び
、
そ
の
記
事
の
内
容
と
自

分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
、
コ

メ
ン
ト
を
も
ら
う
と
い
う
活
動

を
行
っ
て
い
る
（「
い
っ
し
ょ

に
読
も
う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
」
へ
の
参
加
）。

こ
の
活
動
で
は
、
他
者
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
で
事

実
を
多
角
的
に
見
る
こ
と
は
で

き
た
。
だ
が
、
意
見
と
根
拠
の

つ
な
が
り
を
よ
く
考
え
た
り
、

自
分
の
意
見
を
深
め
た
り
す
る

活
動
ま
で
で
き
た
生
徒
は
一
部

だ
っ
た
。
ま
た
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
「
自

分
の
考
え
が
伝
わ
る
文
章
に
な

る
よ
う
に
、
根
拠
を
明
確
に
し

て
書
く
こ
と
」
を
苦
手
と
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

３
年
生
で
は
「
説
得
力
の
あ

る
構
成
を
考
え
よ
う
～
ス
ピ
ー

チ
で
社
会
に
思
い
を
届
け
る
」

と
い
う
教
材
で
、
新
聞
記
事
を

必
ず
資
料
と
し
て
一
つ
以
上
取

り
上
げ
る
条
件
を
付
け
、
同
級

生
に
向
け
て
の
ス
ピ
ー
チ
を
行

っ
た
。

生
徒
は
渡
さ
れ
た
新
聞
に
目

を
通
し
、
社
会
の
出
来
事
に
目

を
向
け
る
と
と
も
に
、
総
合
デ

ジ
タ
ル
教
材
「
ど
う
し
ん

ま

な
ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
」
を
活
用
し
、
興

味
の
あ
る
記
事
を
探
し
て
い
っ

た
。「
ど
う
し
ん

ま
な
ｂ
ｅ

ｌ
ｌ
」
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や

期
間
指
定
で
記
事
を
探
す
こ
と

が
で
き
て
大
変
便
利
だ
っ
た
。

過
去
の
記
事
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

時
系
列
に
沿
っ
て
一
つ
の
話
題

を
追
う
こ
と
も
で
き
た
。

ま
た
、
授
業
で
新
聞
を
扱
う

と
き
に
は
学
校
司
書
で
あ
る
嶋

田
智
美
さ
ん
の
助
け
を
借
り
、

生
徒
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
記

事
を
分
類
し
て
集
め
て
も
ら
っ

た
り
、
記
事
探
し
の
手
伝
い
を

し
て
も
ら
っ
た
り
も
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
は
グ
ル
ー
プ
内
で

の
発
表
の
後
、
推
敲
し
て
全
体

発
表
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ

た
。
推
敲
す
る
と
き
に
「
今
年

の
猛
暑
を
伝
え
る
た
め
に
は
グ

ラ
フ
の
載
っ
た
こ
の
記
事
が
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
、
説
得

力
の
あ
る
根
拠
を
考
え
る
姿
が

見
ら
れ
、
そ
う
い
う
点
で
も
キ

ー
ワ
ー
ド
検
索
や
図
表
の
有
無

を
指
定
で
き
る
「
ど
う
し
ん

ま
な
ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
」
が
役
に
立
っ

た
。「処

理
水
海
洋
放
出
」
に
つ

い
て
他
の
生
徒
の
意
見
を
聞
く

こ
と
で
視
野
が
広
が
っ
た
り
、

他
の
生
徒
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い

て
発
表
の
仕
方
を
工
夫
し
た
り

す
る
姿
が
見
ら
れ
、
ス
ピ
ー
チ

の
発
表
会
は
大
変
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
た
。

初
め
は
話
題
を
探
す
こ
と
に

苦
労
し
た
り
、
新
聞
の
段
組
を

理
解
で
き
ず
内
容
を
読
む
の
に

苦
労
し
た
り
し
て
い
た
生
徒

が
、
新
聞
を
広
げ
熱
心
に
記
事

を
読
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

今
回
は
「
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う

こ
と
で
、
よ
り
社
会
性
の
あ
る

テ
ー
マ
や
生
徒
自
身
が
問
題
意

識
を
も
っ
た
テ
ー
マ
を
一
人
一

人
が
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

「
ス
ピ
ー
チ
で
社
会
に
思
い

を
届
け
る
」
と
い
う
題
材
で
意

見
文
を
書
い
た
が
、
個
人
的
に

は
、
新
聞
を
読
む
こ
と
で
生
徒

の
学
び
が
日
常
や
現
実
社
会
に

つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
テ
ス
ト
や
入
試
の
た
め
の

知
識
で
は
な
く
、
世
の
中
に
あ

る
「
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
」

を
知
る
こ
と
、「
何
で
こ
ん
な

こ
と
が
起
き
る
の
か
」
と
い
う

切
実
な
問
い
を
も
つ
こ
と
が

「
学
ぶ
意
味
」
に
つ
な
が
っ
た

り
、「
進
路
（
将
来
）」
を
考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

札
幌
市
立
も
み
じ
台
中
教
諭

佐
藤  

尋
之

ス
ピ
ー
チ
資
料
に
新
聞
／
社
会
に
つ
な
が
る
学
び
へ

時事研究の必要性強調
大学のＮＩＥ 在り方議論

オンラインも含めて大学・短大の教員らが参
加し、授業での新聞活用などについて論義し
た「大学のＮＩＥを考える会」

2024 年（令和 6年）3 月 31 日
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「
学
校
図
書
館
×
新
聞
～
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
第
７
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

か
れ
た
。
学
習
指
導
要
領
が
重

視
す
る
情
報
活
用
能
力
の
育
成

に
向
け
、
学
校
図
書
館
が
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
教
育
関
係
者

ら
が
意
見
を
交
わ
し
た
。

日
本
新
聞
協
会
が
主
催
し
２

月
23
日
に
開
催
。
同
協
会
Ｎ
Ｉ

Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
副

島
江
理
子
氏
は
「
読
書
セ
ン
タ

ー
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ

ン
タ
ー
と
し
て
図
書
館
は
学
校

生
活
の
中
心
。
司
書
教
諭
と
学

校
司
書
が
連
携
し
、
図
書
館
を

基
盤
と
し
た
学
校
経
営
を
行
っ

て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

東
京
都
葛
飾
区
教
委
の
入
山

達
也
氏
も
「
よ
り
多
く
の
小
中

学
生
が
本
に
親
し
み
、
調
べ
学

習
な
ど
を
支
援
で
き
る
よ
う
、

学
校
司
書
を
統
括
す
る
学
校
図

書
館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置

い
て
一
層
の
図
書
館
活
用
を
図

っ
て
い
る
」
と
報
告
。
さ
ら
に

大
正
大
付
属
図
書
館
長
を
務
め

る
稲
井
達
也
教
授
は
「
１
階
に

児
童
書
を
置
く
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
大
学
図
書
館
と
し
て
地
域

社
会
の
交
流
拠
点
を
目
指
す
」

と
述
べ
た
。

　○…2023 年度の「いっしょに読もう！
新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、
富良野高が優秀学校賞に輝き、新ひだか町
立高静小 5 年の原万琴さんが優秀賞を手に
した。道内からの優秀賞受賞は、22 年度
に 1 年生で受賞した札幌・立命館慶祥小の
重松遙真君に続いて 2 年連続だ。
　○…作品は児童生徒が興味を持った記事
を切り抜き、①選んだ理由と考えたこと、
②家族や友人の意見、③話し合った後の自
分の意見や提言―を書き込む。子どもたち
が新聞を手に、社会の動きや課題について
深く考え、言葉を紡いでくれたことがうれ
しい。23 年度の道内応募数は 1339 編。24
年度は一層の広がりに期待したい。 （福）

Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
先
生
方

か
ら
「
新
聞
自
身
が
も
っ
と
新

聞
の
良
さ
を
語
っ
て
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
受

け
て
考
え
た
事
を
紹
介
す
る
。

２
０
２
２
年
８
月
に
開
か
れ

た
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
の

パ
ネ
ル
討
論
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
札
幌
南
高

の
志
田
淳
哉
主
幹
教
諭
が
「
生

徒
指
導
に
新
聞
を
活
用
で
き
な

い
か
。
学
校
教
育
の
究
極
の
目

標
は
良
い
社
会
人
を
育
て
る
こ

と
。悩
み
を
持
つ
生
徒
は
多
い
」

と
提
言
し
、
私
も
共
感
し
た
。

授
業
の
教
材
と
し
て
記
事
を

使
っ
て
も
ら
う
の
は
う
れ
し
い

こ
と
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
記
事

を
書
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
紙
面
を

作
っ
て
き
た
経
験
か
ら
し
て
、

そ
れ
だ
け
だ
と
少
し
寂
し
い
。

先
生
方
に
も
子
供
た
ち
に
も

「
新
聞
に
は
も
っ
と
い
ろ
い
ろ

あ
る
よ
」
と
呼
び
か
け
た
い
。

昨
年
10
月
、
出
前
授
業
の
講

師
と
し
て
札
幌
市
立
平
岡
緑
中

を
訪
れ
た
。
総
合
的
な
学
習
の

時
間
「
職
業
講
話
～
多
様
な
職

業
人
か
ら
生
き
方
を
学
ぶ
」
で

多
様
な
職
業
の
講
師
４
人
の
う

ち
の
一
人
を
務
め
た
。

学
校
か
ら
は
「
単
な
る
職
業

紹
介
で
は
な
く
、
人
生
設
計
、

働
く
こ
と
の
喜
び
や
難
し
さ
、

講
師
の
人
生
そ
の
も
の
を
話
し

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
あ
っ

た
。
私
は
新
聞
記
者
の
仕
事
を

説
明
し
、
私
の
経
歴
と
仕
事
へ

の
思
い
を
話
し
た
ほ
か
、
北
海

道
新
聞
の
中
高
生
向
け
記
事
を

10
本
以
上
紹
介
し
た
。
た
と
え

ば
い
ろ
い
ろ
な
職
業
人
を
紹
介

す
る
企
画
「
仕
事
し
て
ま
す
」、

子
供
た
ち
の
悩
み
と
回
答
を
専

門
家
に
書
い
て
も
ら
う
「
悩
み

ご
と
ナ
ビ
」
な
ど
だ
。

生
徒
の
感
想
は
興
味
深
か
っ

た
。「
自
信
を
持
っ
て
や
り
た

い
事
を
言
え
な
く
て
も
大
丈
夫

と
心
に
余
裕
が
で
き
た
」「
焦

り
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
趣

旨
の
感
想
が
４
人
か
ら
あ
っ

た
。意

外
に
も
就
活
中
の
大
学
生

向
け
コ
ラ
ム
「
就
活
道
～
本
当

の
自
分
は
い
な
い
」
に
３
人
が

反
応
し
た
。
心
の
中
に
「
本
当

の
自
分
」が
い
る
わ
け
で
な
く
、

家
族
の
中
の
自
分
、
ア
ル
バ
イ

ト
先
の
自
分
、
学
生
生
活
の
自

分
、
全
て
自
分
だ
と
い
う
コ
ラ

ム
の
内
容
に
「
面
白
か
っ
た
」

「
悩
み
が
解
消
さ
れ
少
し
心
が

軽
く
な
っ
た
」
な
ど
と
感
想
が

あ
り
、「
中
学
生
は
こ
ん
な
事

に
反
応
す
る
の
か
」
と
面
白
く

感
じ
た
。

こ
う
し
た
中
高
生
の
心
に
触

れ
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
進
路
に
役

立
つ
記
事
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い

が
、
新
聞
を
読
み
慣
れ
て
い
な

い
人
が
探
し
出
す
の
は
難
し

い
。
そ
ん
な
時
は
記
事
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

札
幌
市
内
の
全
て
の
小
中
学

校
に
は
、
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
搭
載
し
た
総
合
デ
ジ
タ
ル
教

材
「
ど
う
し
ん

ま
な
ｂ
ｅ
ｌ

ｌ
」
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
今

回
の
出
前
授
業
で
「
仕
事
し
て

ま
す
」
で
紹
介
し
て
い
る
職
業

の
一
端
＝
表
＝
を
示
し
て
「
興

味
あ
る
職
業
を
検
索
し
て
み

て
」
と
勧
め
た
。「
ゲ
ー
ム
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
」
や
「
ユ
ー
チ
ュ

ー
バ
ー
」
な
ど
新
し
い
職
業
も

取
り
上
げ
て
い
る
。

昨
年
８
月
の
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ

セ
ミ
ナ
ー
で
も
浦
河
高
校
が
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
企
業
や
大
学

を
知
る
た
め
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
活
用
し
て
い
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。
企
業
訪
問
だ
け
で
は

ど
ん
な
企
業
か
分
か
ら
な
い
の

だ
そ
う
だ
。
職
業
人
に
し
ろ
企

業
に
し
ろ
、
社
会
に
つ
い
て
正

確
で
か
つ
俯
瞰
的
に
捉
え
た
情

報
こ
そ
新
聞
の
特
性
で
あ
り
、

生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
ん
で
い
る

先
生
方
は
、
若
い
時
か
ら
読
者

と
し
て
新
聞
に
親
し
ん
で
き
た

方
が
多
い
と
思
う
。
新
聞
が
広

く
生
活
に
役
立
ち
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
こ
と
を
知
っ
て
く
れ

て
い
る
だ
ろ
う
。
子
ど
も
が
社

会
に
出
た
時
を
視
野
に
入
れ
た

新
聞
活
用
も
試
み
て
ほ
し
い
。

編集後記 学
校
図
書
館
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
報
告
し
た

Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

深
い
学
び
の
実
現
へ

学
校
図
書
館
活
用
を

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

北
海
道
新
聞
社
み
ら
い
教
育
推
進
室

小
田
島

玲あ
き
ら

キャリア教育、生徒指導

筆者が出前授業で紹介し、中学生からの反
応があった「悩みごとナビ」と「就活道」
が載った北海道新聞の紙面

人
生
に
役
立
つ
新
聞
活
用
を

2024 年(令和 6年)3 月 31 日
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